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施工例のご紹介  vol 4 

 今月は「多目的パネル」の施工例を紹介します。 

施工をしたのは弊社工場内のトイレ改修工事に 

使用しました。ホワイト色のパネルを内壁に採用。 

 この多目的パネルの特長は国産ひのき合板を 

使用、フロアーと同じく1×6サイズです。厚さは 

９㎜、四面サネ加工をしており、非常に軽く、 

しかも施工性は抜群。表面はUVウレタン塗装による 

抗菌もバッチリです。 

 皆様もお近くにお越しの際は、是非、お立ち寄り下さい。 

「de niro」デニーロ 名前のなりたち（続き） 

お問合せは下記窓口まで 

お願いします！！ 
連絡先 

 

TEL 072-436-5769 

FAX 072-436-5759 
 

担当  多賀井・井原 

 とある上場企業様が、この床材 de niro のことを気に入っていただきました。             

ありがたいことに複合フロアーとしての性能と意匠そのものについてです。                

ところが、少しだけ恐れていたことではありますが、ネーミングでご本人や               

関係者からクレームがついたら、と二の足をふまれてしまったのです。 

 すかさず当社は登録商標をとることを決心。あくまで床材のネーミング 

ということで、思いのほかあっさり承認されました。 

 くだんの企業様にも、めでたくご採用いただき、他のお客様からの同様の               

質問にも「de niroは当社の商標です」と、胸を張って、お答えできるようになったのです。 

『de niroのお便り』動画版も同時配信中！ 

動画も発信中！ 

 
de niroのお便り 

月刊 『de niroのお便り』 
ご挨拶 

 皆様、こんにちは！ 

春風の心地よい季節になりましたが、お変りなくお過ごしでしょうか？ 

あらためましてセンエイの多賀井です。 

 ４月は殆どの会社では新年度のスタート。学校では新学期の時期ですね。 

入社式、入学式で多くの人が新しい生活が始まる４月。 

始まると言えば、新しいテレビ番組もそうですね。 

 ちなみに私はTBS系のドラマで毎週日曜日、夜の21:00に放映される、「LEADERS(リーダーズ）2」が、 

秘かな楽しみです。内容は、ある自動車メーカーの物語です。 

皆様も楽しみにしている番組はありますか？ 

 と言う事で、今月号も最後まで、お付き合いください。 
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若者の中古住宅購入時のエコリフォームで最大50万の補助金 

あとがき 

 今月も最後まで、お付き合いをしていただき、ありがとうございました。 

このお便りが届く頃は、おそらく、花見シーズン真っ盛りと思います。 

花見酒？もほどほどに、体調はしっかり管理して下さい。 

 それでは、来月号もよろしくお願いします。 

初版号でも「住宅ストック循環支援事業」の内容をご案内しましたが、今回は、 

若者を対象とした補助金制度を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  詳しくは国土交通省のHPをご確認下さい。                                                                

カタログ請求は下記までお願いします。 

・インスペクション費用5万円/戸

・リフォームの工事内容に応じて定める額（定額）

50万円/戸（インスペクション+エコリフォーム合計額）

耐震改修を行う場合は65万円/戸

・40歳未満（＊１）の者がマイホームとして中古住宅を購入すること

・インスペクション（＊２）を実施すること

・既存住宅売買瑕疵保険（＊３）に加入すること

売買契約期間：平成28年10月11日～遅くとも平成29年6月30日

住宅の引渡し：遅くとも平成29年12月31日まで

補助金交付申請受付期間

  （第1回）平成29年2月1日～平成29年2月28日

  （第2回）平成29年5月1日～平成29年6月30日（予定）

　　 に沿って実施される既存住宅の現況調査をいいます。

＊３ 万が一、売買された中古住宅に欠陥が見つかった場合でも、補修費用等の保険金が

　　事業者（事業者が倒産の場合は買主）に支払われる保険です。原則として不動産業者や

　　検査事業者が加入する保険で、購入する個人が加入する保険ではありません。

平成28年度住宅ストック循環支援事業

Ⅱ、良質な既存住宅の購入に対する支援の概要

＊１　第2次補正予算成立日（平成28年10月11日）の時点で40歳未満であること

スケジュール

主な条件

補助限度額

補助額

＊２　建築士により「既存住宅インスペクション・ガイドライン（国土交通省平成25年6月好評）」


